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論 文 事 査 結 果 の 要 旨
古細菌は,細菌とも真核生物とも異なる第三のグループとして分類される微生物であり,
自然界そして動植物の生体内に広く分布している｡ しかしながら,これまでのところ病
原性を示す古細菌種の報告はない｡
歯周病は,歯肉縁下プラーク中に存在する複数の口腔微生物種の感染 (混合感染)
によって発症する炎症性疾患である.近年,歯周病の重度な病変部位から古細菌の一
種である●Methanobrevibacteroralisとその類縁菌種が,高頻度に検出されることが明ら
かとなり,古細菌が歯周病の病原因子であることが示唆されるようにならた｡これま
でに,古細菌がプラーク細菌叢の構成に影響を与えることや,歯周病患者がM.oralis
の菌体成分に免疫応答を起こしていることが報告されている｡
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(Cpn)は,蛋白質の合成や変性 した蛋白質の高次構造形成を補助す
60kDaの蛋白質であり,グループⅠとⅠⅠに分類される｡ Cpnのアミノ酸配
グループ内では種を超えて保存されており,細菌種はグループⅠのCpnを,
■トは両グループの Cpnを保有する｡細菌の Cpnは抗原性が高く,ヒトCpnの交差
反応抗原として自己免疫応答を誘導すると考えられている｡一方,古細菌はグループ
ⅠⅠのCpnを保有するが,その抗原性は不明である｡
本研究では,古細菌 (M.oralis)のグループⅠICpnが抗原性をもち,ヒトのグルー
プⅠICpn(CCT)と交差反応することで自己免疫応答を誘導し,歯周病や自己免疫疾
患の病態を修飾するという仮説に基づいて,M.oralisからグループIICpnを検出 ･同
定し,その抗原性 (交差反応性)について解析することを目的とした｡
申請論文は以下の研究結果を示すものであった｡
1)M.oralisから2種類のグループⅠICpn(Cpn-I,Cpn-2)を同定し,それらの全塩
基配列を解析した｡
2)M.oraliSのCpnは,アミノ酸配列がヒトCCTと30-40%の相同性を示す分子で
あった｡
3)M.Ioralisの組み換えCpn(rcpn-1,rCpn12)を構築 ･精製 した｡rCpnは歯周病
患者血清と反応性を示し, rCpn-1は CCTサブユニット3と8に交差反応性を示
した｡抗 CCTl,3,6,8抗体は分子量約60kDaのM.oralis抗原と反応 したム
これらの結果から,･M.oralisが2種類のグループⅠICpn分子を保有していること,
そしてM.oralisのCpnが抗原性をもつ分子であることが明らかとなった｡さらに,
M.oralisのCpnはヒトCCTの交差反応抗原として歯周炎病変部に存在し,歯周病の
病態を修飾している可能性が示唆された｡
以上のことから,本申請論文は博士 (歯学)の学位論文として価値があるものと判
断した｡
